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光市医師会報

平成13年3月度例会

日時：平成13年3月28日（水）午後7時～

場所：光動労者総合福祉センター2階

内容：

l、学術講演会

r気管支端患の病態と病態からみた
治療の選訳』
講師国立療養所南岡山病院内科

アレルギー科医長
岡田千春先生

II、月例会

①地域医療情報化推進事業について
（兼漕理事）

・この度、去年の暮れに申請してい
た地場医療ネットワーク作りの補
助金が下りることに決定しました。
申し込んでいた医療機関の先生方
は、 15万円の特別会費がいりま
す。

－光市医師会事務局にも、コンビュ
ーターが導入され電子文書が県医
師会より届くような環境となりま
す。

－それを、 E-mailにて各先生方
に配布します。

②医療廃棄物処理について
（吉村理事）

・周南段備との契約はスムースに終
了しました。

－医療機関よりの家庭内ゴミは従来
どおり廃棄して下さい。

2001 

学術前演会

日時：平成13年3月28日（水）

午後7時～

場所：光勤労者総合福祉センター2階

r気管支端患の病態と

病態からみた治療の選択J

講師国立療養所南岡山病院内科

アレルギー科医長

岡田千春先生

気管支端患は、アレルゲンが肥溝細胞の
表面の lg Eと結合して起きる即時型反応
と、 T細胞による好酸球性炎症の遅発型と
混合している。
現在、患者数がどんどん増加しているが、

ステロイドの吸入薬を使用するようになり、
それに伴いβ刺激薬の吸入薬の使用が減り
死亡する人がへってきた。

昔は端息発作は急性かつ一過性で発作が
治まれば正常な状態に戻り可逆性と考えら
れていたが、反復するアレルギー性炎症の
結果傷害された気道を修復するための再構
築、いわゆるリモデリングにより非可逆的
変化をもたらし慢性閉塞性の炎症をおこす。
治療も、抗炎症治療であるステロイドの

股入治療が主となった。またこの横な病態
生理をよく理解しリモデリングが起きない
ように早期よりうまく治療することが肝要
です。 (early intervension) 
現在、治痕は厚生省研究班の暗息予防・

管理ガイドライン、 1988年 に従って治痕
すると良い。また、最初、より強力に治痕し
ステップダウンするとよい結果がえられる。
今後の治療としては、一時的に抗原をな

くするクリーンルームを使う方法や、遺伝
子治療などが期待されている。
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痕状の
終段

疲状の
特徴

陥怠の長期管理における重徒度対応段階的薬物療法

ステップ l ｜ ステップ2 I ステップ3 I ステップ4
戦史問欠抑 ｜ 軽症持続理 ｜ 中等疲持続抱 I 藍接持続型

・哨I~ ， I広場止へ呼吸闘｜・週2阿以上の発作 ｜・慢性的に症状がある ｜・ （治療下でも）しばし

線道に l～2凶まで ｜・円常生活や跨限が妨｜・吸入fJ，刺激孫(iijffが｜ば噌恋する

.，主状は開i欠的で鋭い ｜ げられることがある.I ほとんど毎日必要 1・症状が持絞

・4支間続状Ii月にI～21 月に2回以上 i・日常生活や睡阪が妨1・口常生活に制限
附以内 ｜・夜間発作が月に 2四｜ げられる．過に li同以1・しばしば夜間発作

以上 ！ 上 ｜（・終ロステロイド祭出日）
・夜間発作が迎 l符l以

E ・自己おt良俗／予測1iHの｜・自己最良値／予湖lj他の｜・自己最良イiii/予iHIJflllの｜・自己最良依／予測値の
PEF, I 80%< l 70～so% I 60～初%｜ ω%＞
FEV1nl I I I 

同 l・変動は20%> i・変動は20～3θ% l・変動は30%< ｜・変動は30%<

治療

L 

・吸入／経I.IfJz刺i数集， 1・1吸入ステロイド薬：｜・吸入ステロイド幾：｜・吸入ステロイド薬：
テオフィリン孫敵mI （低用量） BDP200～l （中fflliU BDP400～｜ （肉用髭） BDP800～ 

・吸入ん制激集または｜ 400μgl口述月1 800 (I ,200まで考慮）｜ I.200 ( 1.600まで考慮）

DSCG l汲入：i.'£.!liカ1itr.I・徐放性テオフィリン μglrJI' I μg!IP 
アレルゲン隊第前にl薬i準用 ・徐放11：テオフィリン｜・経口ステロイド薬：短
iiffl I I 薬迷m I llll・中～大量投与，維

（抗アレルギー薬） ｜・吸入innp」刺激薬巡｜ 持盈はなるべく少量

｛抗アレルギー楽） l・メデイエーター遊忠臣｜ m I とし，隔日またはI8 
－メデイエーター遊緩i抑制薬／ヒスタミン日「｜ ｜ 1回
抑制服／ヒスタミンH1-i 結抗薬1Th2阻害薬述l l・徐放性テオフイリン
抜抗~／Th2阻害手薬考 i ffl ｜（抗アレルギー薬） ｜ 業i盛期
&¥ 1・ロイコトリエン搭抗｜・メデイエーター遊緩｜・吸入経口ん刺激薬逮1

・ロイコトリエン結抗｜ 薬／トロンボキサンA21 抑制楽／ヒスタミンHi-Iffl I 
薬／トロンポキサン AzI 限答・箔抗薬連用 I 銑抗薬/Th2阻害援考！ I 
!Ill害・ lli抗諸島J§-1~ I ~ 慮 j(抗アレルギー薬）

・ BDP200μg／口考慮 ｜・吸入／経口f3i刺激薬迷期｜・ロイコトリエン総抗｜・ロイコトリエン掠抗
薬／トロンボキサンAzl 楽／トロンポキサンA2
1mfi:・指抗楽述用 ｜ 阻害・妨抗薬連用考慮

. I吸入抗コリン議flt-ff]考~

・吸入品刺激薬追加1&1周｜・｜汲入品刺激薬追加l版刷｜・1吸入/Ji刺激薬追加頓用
（！日3～4悶まで） I o日3～4阿まで） I o円3～4阿まで）

#:I吸入ステロイド使用時には原則としてスペーサーを使用する．

・ ：いずれかIつが，；Zめられればそのステップとする．重複して認められる時はより孟疲のステップとする．

これらの続~x，呼吸機能検1iは名ステップでの概要を示したもので．変動し，また，各ステップ問のオー
バーラップがあり得る．

牢：陥I!},I咳のみの総合は迎3凶まででも軽症間欠型とする．

ステップアップ ：現行の治僚でコントロールできない時は次のステップに進む（PEF60%＞では経口ステロ

イド業のrJ1・大量短期間投与後に行う）．

ステップダウン： mt~の口僚が達成されたら，少なくとも 3 カ月以上の安定を確認してから治勇経内容を減らし
てもよい．以後もコントロール維持に必要な治療は絞ける．

J 
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光市医師会報

3月度定例理事会

日時：平成13年3月 14日（水）
午後7時30分より

場所：医師会事務局

議題：
l、報告事項
①周南地域救急医療対策協議会の報告

（前回会長）
②光三師会理事会の報告 （前回会長）

• 3月23日に総会があります。
③イ、周南地域医療対策協議会の報告

口、徳山健康福祉センター保険事業連
連絡協議会の報告 （光武理事）

④周東地域産業保険センター運営協議会
の報告 （光武理事）

⑤診療情報提供、医事紛争担当理事協議
議会の報告 （藤原理事）

⑥光市学校保健会理事会の報告
（前田会長）

⑦郡市医療情報システム担当理事協議会
（兼清理事）

＠その他
II、協議承認事項
①園医の交代 （河村理事）

－浅江南保育園、第一幼稚園、守友Jr 
②平成13年度予算案について

（藤原理事）
・約30%のカットする

③三月度月例会について （山本理事）
・3月28日（水） 学術講演会

『気管支端息の病態と治療J

国療南岡山病院岡田先生
④その他

イ、キララ博について
. 9月9日（日）、パスを出す2～3台
口、光市医師会総会について
• 5月17日（木） 4時から松原屋
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理事報告

I－①周南地域救急医療対策協議会

出席：前回会長

日時：平成13年3月1日（木） 3時より
場所：徳山市保健センター

議題
( 1 ）平成~l年度病院群輪番制病院の利

用状況について
(2）平成11年度周南地域救急医療対策

協議会歳入歳出決算の認定について
(3）救急医療施設運営費等補助金焚付要

綱の改正について
(4）平成13年度周南地域救急医療対策

協議会歳入歳出予算（案）について
(5）平成13年度病院群輪番制病院当

番目程表（案）について
(6）その他

徳山中央病院に災害時用ベッドとし
て50床空室として準備しであるので
利用して下さい。包し、医師の出務
をお願いしたい。

I－③イ、周南地域医療対策協議会

出席：光武理事
日時：平成13年3月8日（木） 3時30分より
場所：山口県徳山総合庁舎 4階大会議室

議事
( 1)医療法の改正について

－病床区分の見直し
．広告の規制緩和

(2）医療計画について（第4次山口県）
＜総論＞

医療計画の概要
地域の現状
医療閤
基準病床数

＜保健医療供給の整備・充実＞
医療体制
救急・災害時医療
僻地医療
介護保険に係る医療系サービス
臓器移植等の推進
医薬品等安全対策の推進
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陥患の長期管理tこおける重痕度対応段階的薬物療法

症状の ステップ1 ステップ2 ステップ3 ステップ4
程度 軽必間欠型 経定持続型 中等錠持続抱 重症持絞型

·~Ill} ，咳徴・，呼吸闘 ・週2回以上の発作 ・慢性的に症状がある ・ （治療下でも）しばし
..過にl～2問まで ・日常生活や髭眠が妨 ・吸入 Pc刺激~(lifflが l!.118宏、する

岡高E状はr,IJ欠的でまllい げられることがある． ほとんど毎日必要 ・百F.状が持続

疲状の ・干xr.司n： ~J(は）4 に l ～2 月に2間以上 ・円常生活や隠限が妨 ・日常生活に制限
特徴 ff1J以内 ・夜間発作が月に 2阿 げられる．週に 11司以 ・しばしば夜間発作

以上 上 ｛・経IJステロイド薬i即日）
・夜間発作が迎 l阿以
上

PEF. 
• J:J 己責主i弘前向／予jJllJ官官の ・自己最良値／予測値の ・白己最良11/i／予測仰の ・自己絞.IHI白／予測値の
80%< 70～80% 60～70% 伺%＞

FEV10 
・変動は20%> ・変動は20～30% ・変動は30%< ・変動は30%<

一
・吸入／経円/32*U i数楽， .，吸入ステロイド薬： .，汲入ステロイド業： ・吸入ステロイド薬：
テオフィリン~敏m （低fflift:) BDP200～ （中月I.li'i:) BDP100～ （高m震） BDP800～ 

.，既人ん州政楽または 400μg／日連用 800 (J,200まで考慮） 1.200 0 .600まで考慮）

DSCG吸入：Jlli勤前， ・徐放性テオフィリン μgf日S μgl日S

アレルゲン雌蕊前に 薬述用 ・徐放科：テオフイリン ・経口ステロイド薬：短
lf!Ofl 薬連m 期・中～大量投与，緩

（抗アレルギー薬） ・吸入tU白鳥刺激薬遮 持量iまなるべく少量
｛抗アレルギ一議） ・メデイエーター遊議 月i とし，隔日または1日

－メデイエーター滋雄 抑制築ヒスタミンHi- 1 llil 

抑制j義／ヒスタミンHi－月 結抗薬 'Th2翻害当主連 ・徐放位テオフイリン

治療
続抗お／Th2悶2写楽考 用 （抗アレルギー薬｝ Ji迷期

ti¥ ．ロイコトリエン詰抗 ・メデイエーター逃厳 ・吸入 v経口ん刺滋薬連

－ロイコトリエンJ古抗 薬／ト ロンボキサンA2 抑制業／ヒスタミンHi- 用
~トロンポキサン Az 限害.t吉抗~；述用 J吉抗薬／Th2飢答l1k考
飢•）Ht；，抗来；考I命： I怠 （抗アレルギー薬）

・ BDP200μg／円前恒 ・吸}J経口良刺激薬逮用 ．ロイコトリエン杭抗・ロイコトリエン結抗
楽／トロンポキサンA2 ~／トロンポキサン Az
問答・結抗議連m flfH与・J針le薬連用考慮

－吸入抗コリン薬OHH考慮
.，汲入品刺激楽追加11Jilffl.，吸入品刺激必追加頓m・吸入島刺激薬追加棚｜
(1日3～4悶まで） (1日3～4（！！］まで） (1 H 3～4 lfrlまで）

#:I吸入ステロイド使月｝時には原則としてスペーサーを使用する．

・：いずれかlつが，忽められればそのステップとする．重複して認められるP}Iiよりiii:疲のステップとする．

これらの総状， R予吸機能検脊は各ステップでの概要を示したもので．変動し，また，＊ステップ聞のオー

バーラップがあり得る．

牢：悩rn.r亥のみの場合は過3閉まででも軽疲間欠型とする．

ステップアップ：現行のi合総でコントロールできない時は次のステップに進む（PEF60%＞では経口ステロ

イド；業の中・大量短期間投与後に行う｝．

ステップダウン：治療の日僚がi主成されたら，少なくとも 3カ月以上の安定を硲認してから治療内容を減らし

てもよい．以後もコントロール維持に必要な治療は絞ける．

3 
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3月度定例理事会

日時：平成l3年3月l4日（水）
午後7時30分より

場所：医師会事務局

議題：
l、報告事項
①周南地域救急医療対策協議会の報告

（前回会長）
②光三師会理事会の報告 （前回会長）

. 3月23日に総会があります。
③イ、周南地域医療対策協議会の報告

口、徳山健康福祉センタ一保険事業連
連絡協議会の報告 （光武理事）

④周東地域産業保険センター運営協議会
の報告 （光武理事）

⑤診療情報提供、医事紛争担当理事協議
議会の報告 （藤原理事）

⑥光市学校保健会理事会の報告
（前回会長）

⑦郡市医療情報システム担当理事協議会
（兼清理事）

⑧その他
II、協議承認事項
①園医の交代 （河村理事）

・浅江南保育園、第一幼稚園、守友Jr 
②平成l3年度予算案について

（藤原理事）
・約30%のカットする

③三月度月例会について （山本理事）
. 3月28日（水） 学術講演会

r気管支端息の病態と治療』
国療南岡山病院岡田先生

④その他
イ、キララ博について
. 9月9日（日）、パスを出す2～3台
口、光市医師会総会について
• 5月17日（木） 4時から松原屋

2001 

理事報告

I－①周南地域救急医療対策協議会

出席：前回会長
日時：平成13年3月1日（木） 3時より
場所：徳山市保健センター

議題
( l ）平成~l年度病院群輪番制病院の利

用状況について
(2）平成11年度周南地域救急医療対策

協議会歳入歳出決算の認定について
( 3）救急医療施設運営費等補助金交付要

綱の改正について
(4）平成13年度周南地域救急医療対策

協議会歳入歳出予算（案）について
(5）平成13年度病院群輪番制病院当

番目程表（案）について
(6）その他

徳山中央病院に災害時用ベッドとし
て50床空室として準備しであるので
利用して下さい。但し、医師の出務
をお願いしたい。

I－③イ、局南地域医療対策協議会

出席：光武理事
日時：平成13年3月8日（木） 3時30分より
場所：山口県徳山総合庁舎 4階大会議室

議事
( 1)医療法の改正について

－病床区分の見直し
．広告の規制緩和

(2）医療計画について（第4次山口県）
＜総論＞

医療計画の概要
地域の現状
医療圏
基準病床数

＜保健医療供給の整備・充実＞
医療体制
救急・災害時医療
僻地医療
介護保険に係る医療系サービス
臓器移植等の推進
医薬品等安全対策の推進

（ 
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保健医療従事者の養成・確保と資質
の向上

く安全性の確保と医療サービスの質の
向上＞
医痕の安全性の確保
医療サービスの向上
医療における情報提供の推進

＜個別疾患群への保健・医療対策の
推進＞
生活習慣病
小児・周産期
精神
結被・感染症
歯科
被爆者
難病者
障害者

I－③口、徳山健康福祉センター保健事業
連絡協議会

出席：光武理事
日時：平成13年3月8日（木） 1時30分より
場所：山口県徳山総合庁舎4階大会議室

議事
( 1 ）平成12年度老人保健事業の実施

状況

i、癌検診

市町村は満40才以上の住民を対象
に癌検診を実施している。受診者は
増加している、特に大腸癌検診は、
40%の増加だった。

①管内癌患者数
徳山市
光市
下松市
（山口県

③性別

46人
1 2人
23人
485人）

女性の30～40才台……乳癌、
子宮癌の発見が多い。
男女とも70～74才の癌患者数
が多い。

③癌発見率と死亡率
県とほぼ同じ傾向だが、乳癌と大
腸癌の発見率が高い。検診でみつ
かった方が早期癌が多かった。

2001 

④早期癌と進行癌
管内では進行癌が多い。

⑤集団と個別検診
肺癌は集団検診で多く、乳癌は個別
で多く発見されている。

⑥一次検診から二次検診までの期間
約7割が1ヶ月以内に精密検査を受
診している。その80%が治療して
いる。

⑦管内の問題点
大腸癌の糟密検査を受けていない人
が多い、約25%。

II、基本健康診断
①健診の結果

光市は精尿病の、要医療が多い。
2820人中263人要医療、 9.3% 
（山口県は3%の要医療）

②心電図
下松に異常が多い。

(2）健康やまぐち21計画について
少子・高齢化の進行、生活習慣病の
増加、要介護者の増加、社会保障費
の負担費の増大、という背景のなか
で、 一次予防の推進、新たな健康づ
くりの取り組みを行う。
rピンピンコロリ』が理想

！ー⑥光市学校保健会理事会

出席：前田会長
日時：平成13年3月8日（水） 1時30分より
場所：光市民ホール・中会議室

議題
l平成l2年度事業報告および決算報告
II平成l3年度予算及び事業計画（案）
l .各校保健委員会の活動の強化
2.研究活動の推進
①学校保健研究大会への参加

ア、第34回山口県学校保健研究大会
イ、第47田中園地区学校保健研

究協議大会
②研修会の開催

ア、自主研修会の積極的開催
イ、研修視察

3.児童生徒の体力・運動能力の調査研
剛h
71.. 

5 
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4.その他 ｜ 光医歯会ゴルフコンペ
①心臓病検診｛医師会）
②よい歯のコンクール（歯科医師会） 日時：平成13年3月11日（日）

6月7日（木）勤労者総合福祉センター 場所：周南カントリー倶楽部

I－⑦郡市医療情報システム担当理事協議会
出席：兼清理事

順位 名 自日 Gross HDCP 

日時：平成13年3月8日｛木） 4時より
場所：山口県医師会館会議室6F

協議事項
1.都道府県医師会情報システム担当理事

協議会報告について
2.地域医療情報化推進事業（補助金）に

ついて
3.山口県医師会システムについて
4. I T講習会について
5.電子文書配信・常時接続構築について
6.その他

光 3師会 総 会

日時：平成13年3月23日（金） 7時より
場所：ホテル松原屋
1、平成11年度、 12年度会計報告
2、平成13年度事業計画
3、役員の交代（新役員）

会長前田医師会長
副会長諏訪歯科医師会長
副会長石丸薬剤師会長
理事松村先生、藤原先生、中川先生、

玉崎先生
監事梅田先生、森本先生、浜田先生

4、懇親会

優勝 守友康則 109 
2位 前田昇一 95 
3位 森本博士 93 
4位 横山 宏 98 
5位 守田宏、正 102 
6位 竹中昭二 118 
7位 及川和郎 135 
8位 冬野幾久男 124 

ベスグ口：森本
ドラコン：森本、守田
ニアピン：横山
次回HDCP、守友28

光3師会総会（松原屋）

－あとがき・・

36 

11 

4 
7 

6 
21 

36 
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広報担当になって、あっという聞に1年がすぎた。情報公開が叫ばれる昨今、
まずは、光市医師会理事会より、なるべく詳しく会報に載せるようにしてみま
した。反省の第一歩です。 （文責兼清）

発行所光市医 師 会
TEL(0833)72由 2234

発行者前 田 昇

Net 

73 
84 

89 
91 

96 

97 
99 

107 

編 集 者 広 報 担 当

印刷所 光市光弁一丁目 15番 20号
中村印刷株式会社


